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最新ニュース

サイバーテック、XMLデータベースを活⽤した商品情報管理製品「MDM
Master」
商品ごとに異なる情報を柔軟に管理

 株式会社サイバーテックは10⽉16⽇、XMLデータベースを活
⽤した商品情報管理パッケージ「MDM Master」を発表した。 

 MDM Masterは、同社のネイティブXMLデータベース
「Cyber Luxeon」をベースとした、ユニークな属性に対応した
商品情報の管理⽤ソフト。 

 同社代表取締役社⻑の橋元賢次⽒は、「DVDレコーダーの商
品情報を例にすると、記録可能なメディア規格がばらばらであ
ったり、独⾃のフォーマットを使っていたり、また新しい規格が追加されたりと、商品ご
とに必要となる項⽬がばらばらなのが現状。これをリレーショナルデータベースで管理す
ると、テーブルに⼊る情報が分散するため、パフォーマンス⾯で限界が⽣じてしまう。ま
た、テーブルにあてはめて管理しなければいけないため、拡張性も乏しくなっている」と
指摘。「ネイティブXMLデータベースを⽤いることで、ツリー構造でデータを管理できる
ため、パフォーマンスへの影響がなくなり、拡張性も無限になる」と、XMLデータベース
を使うメリットを紹介した。 

 MDM Masterは、商品ごとに異なる情報や派⽣情報などを柔軟に管理することが可能。
また、項⽬の追加・削除も⼿軽に⾏える。そのほか、ネイティブXMLデータベースを利⽤
しているので、検索も⾼速に⾏えるとしている。 

 Webベースのインターフェイスを採⽤しており、商品情報の登録や各種設定も専⽤ソフ
トを利⽤することなく⾏える。CSVファイルなどの形式でデータの⼊出⼒にも対応してい
るので、Excelなどのソフトを利⽤してデータを⼀括登録することも可能となっている。 
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リレーショナルデータベー
スの⽋点をXMLデータベー
スを利⽤することで解消

MDM Masterの管理画
⾯。要素などの情報を柔軟
に追加できる

MDM Masterの利⽤イメ
ージ。他のアプリケーショ
ンと組み合わせることで、
外部への出⼒も可能

 対応OSはWindows。価格は、1CPUあたり250万円。そのほか保守料が年間50万円必
要。同社では、ソリューションプロバイダやSIerを通じて、今後1年間で50社以上への販
売を⽬標としている。 

■ ＵＲＬ
  株式会社サイバーテック
  http://www.cybertech.co.jp/ 
  プレスリリース
  http://www.cybertech.co.jp/xml/press/mdm_master.php 
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